
「SATOYAMA国際会議２０１３ in ふくい」関連イベント 

 

（１）福井こども環境教育フォーラム：９月８日（日）全日 

・福井県内外の小学生とその保護者、環境団体など約千人が参加し、福井県越前市文

化センターで開催されました。 

・県内 20校と石川県２校の小学生が、外来種の駆除活動などの環境学習の成果につい

て発表しました。 

 

（２）里山 STAY：９月８日（日）から９月１１日（水）。 

・海外からの IPSI-4 参加者が、福井県内 17 市町村の里山里海で宿泊・交流体験する

「里山 STAY」が企画され、２１カ国から３０名が参加しました。 

・参加者は里山の意図闇や山村の文化を体験し、保全に携わる住民や NGO等とも交流

を深めました。 

 

（３）「全国『里の達人』サミット」（環境省と共催）：９月 11日（水）全日 

・全国の活動家や行政関係者ら約 200 人が参加し、勝山市村岡（むろこ）町寺尾の県

立恐竜博物館で行われました。 

・東京農大名誉教授の進士五十八（しんじいそや）氏が「都市と農村との共生時代を

伐（き）り開く『里の達人』」と題した基調講演を行い、先進的な里地里山の保全・

再生活動に取り組む福井県など五県の六事例の報告がありました。 

 

（４）県民シンポジウム：９月 14日（土）午後 

・福井県内外から約 300名が参加し、福井県国際交流会館で開催されました。 

・東京大大学院教授の鷲谷いづみ氏をコーディネーターに、国連大学高等研究所客員

教授のジョー・ムロンゴイ氏、中部大教授のジョン・ギャスライト氏、東京大大学

院准教授の吉田丈人氏、杉本達治副知事が登壇し、里山の課題と次世代への継承を

テーマにパネル討論を行いました。 

・IPSI-4期間中に会場において掲示された、国内外から提出のあったポスター発表（主

として英語による IPSI 関連発表 44 点､主として日本語による福井関連発表 53 点）

について、国際会議参加者による投票及び審査委員会による審議を経て選ばれた受

賞者（IPSI部門７点、福井部門９点）の発表と表彰式が行われました。 

・福井県内の高校生二人が里地里山の未来に向けたメッセージを発信しました。 








